
1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2 3

1

2 3

1

2 3

1 2

1

2 3

さまざまな団地で行われた
イベント活動をお知らせします。

団地テナント 気になるお店

新豊里（大阪市東淀川区）

多彩な屋台と盆踊りで盛り上がる 地域で恒例の夏祭り

浜甲子園（兵庫県西宮市）

竹細工で夏の思い出づくりを 多世代交流イベントを開催

遊びを通して
「生きる力」と「思いやりの心」を育む

�大阪市都島区毛馬町
2-11リバーサイドし
ろきた35-10
�06-6926-1515
��月 曜 ～ 金 曜7:00
～18:00（延 長 時 間
18:00～19:00）

� �定員12人
� 土曜、日曜・祝日
�JR「大阪」駅から大阪
シティバス約15分「毛
馬町二丁目」下車徒歩
約2分

S H O P  D A T A

リバーサイドしろきた
（大阪市都島区）

ヤシの木保育園

T     PICS団地笑 顔 はじける

　2018年5月に開園したヤシの木
保育園は、グローアップ株式会社が
運営する企業主導型保育施設。生後
3カ月から就学前まで、近隣の子ど
もたちが通っています。子どもの可
能性を引き出し、生きる力を育てる
ことを保育理念とし、「遊びを通して
『生きる力』と『思いやりの心』を育む
ことに力を注いでいます。子どもた
ちの成長を日々感じられることがこ
の仕事のやりがいです」と施設長の
郡山さんは話します。「朝の会」から

v o l . 1 0

始まる日々の保育の様子は、スマー
トフォンのアプリで保護者に随時配
信。「写真から園での様子がわかり、
安心して子どもを預けられる」と好
評だそうです。「子どもクッキング」
や「スイカ割り」「お月見」などイベン
トも数多く企画しているヤシの木保
育園。「子どもと一緒に公園に行った
り、工作をしたり、今後は保護者も参
加できるような企画を考えていきた
い」と郡山さんはお話しされていま
した。

1 「ハワイの海をイメージした」という外観。「保育所っぽくなくてかわいい」と保護
者にも好評です 2 子どもたちに人気のおもちゃスペース 3 約 40 ㎡と広く、明る
い保育スペース。常時 3 ～ 4 人のスタッフが子どもたちの安全に目を配っています

「団地に歴史あり」は休載します。

　台風が過ぎ、青空が広がった7月

29日の夕方。浜甲子園団地の中央

広場でURコミュニティ阪神住ま

いセンター主催の多世代交流・コ

ミュニティ形成支援イベント「竹細

工無料体験」が開催されました。竹

細工づくりを通じて、地域住民の交

流を目指す同イベント。竹はUR団

地の敷地内に生えていたものを再

利用し、グリーンマネージャーらが

扱いやすい素材を選びました。　　      

　当日は団地夏祭りの２日目と

あって、たくさんの親子連れが参

加。スタートの16時から、あっとい

　7月19日、9号棟集会所で「団地

伐採木を利用した壁掛けアート教

室」を開催。団地にお住まいの小学

生から高齢者まで約20人が自分だ

けの作品づくりに挑戦しました。    

　砂絵キットを使って進められた

この教室。金魚やアサガオなど好み

の図柄を選び、手順通りにカラフ

ルな砂をまいていきます。「色が混

ざって難しい」という参加者をUR

コミュニティスタッフがサポート

する中「面積が広いところからまけ

ばきれいにできるよ」と参加者同士

でアドバイスしあう姿も。完成した

　暑さ厳しい7月29日、千島団地

内にUR賃貸住宅初の試みとなる

コインラドリーとフィットネスの

融合施設「Quick Dry Fit」がオープ

ンしました。コインランドリーには

衣類・靴専用の洗濯機から毛布用の

大型乾燥機までそろい、同団地居住

者限定で洗濯代行や宅配サービス

に対応。高齢者向けの見守りサービ

スも提供し、子育て中の家族や働き

盛りの単身者、シニアまであらゆる

世帯の家事負担を軽減できると期

待が寄せられています。　　　　　   

　 洗 濯 の 待 ち 時 間 に は、併 設 の

　6月19日、高見フローラルタウ

ン団地22号棟集会所で第2回音楽

療法講座が行われました。講師は京

都国際音楽療法センターの指導員

を務める国枝聡子先生。昨年開かれ

た同講座に参加した方からの「もう

一度受けたい」といった声に応えて

開催され、14人の参加者が集まり

ました。音楽療法とは、音楽を歌っ

たり、曲に合わせて体を動かしたり

することで、心身ともに活性化させ

る治療法の一種です。　　　    　　     

　前半は椅子に座ってお口を動か

す運動がメーン。嚥下をスムーズに

う間に満席になる盛況ぶり

でした。子どもたちは貯金箱

や一輪挿し用の竹をスパン

コールやペンなどを巧みに

使いながら、真剣なまなざし

で飾り付け。この夏に転入し

てきた中学１年生の女の子

は「地域の行事でいろいろ体

験できて楽しい」と喜んでい

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　                          

　隣ではパターゴルフも行われ、こちらも大に

ぎわい。カップインする度に参加者らの歓声が

沸き上がっていました。子どもたちのキラキラ

した笑顔が、同団地の活気を表していました。                 

砂絵は、近隣の

団地の伐採木

を再利用した

額縁に貼り付

けて完成。参加

者からは「かわ

いらしくでき

た」と喜ぶ声や

「細かい作業が

難しかったけど、手先を使って脳

が刺激された」といった声も聞か

れました。　　　　　　                                                                       

フィットネスサロンでの運動がお

すすめ。プロ監修のトレーニングが

最短15分・ワンコイン500円で受

けられ、早速、住民が専門インスト

ラクターの指導のもと体を動かし

ていました。　　　　　　　　　                         

　「ここに足を運ぶことで、住民同

士がつながるきっかけになれば」

と、同店を運営する（株）アイルの代

表取締役・松本広治さん。より良い

ライフスタイルを提供する話題の

スポットとなりそうです。　　　　                 

させるゴックン運動や、決まったフ

レーズをリズムよく繰り返すパタ

カラ体操で、あごや唇、舌を鍛えま

した。　　　　　　　　　　　　                     

　後半に入ると、手や体も使った全

身運動へ。曲に合わせて両手を入れ

替えたり、輪になって数人でお手玉

を受け渡したりと、反射神経の衰え

をカバーするためのさまざまな運

動を行いました。密度の濃い90分

は笑顔が絶えず、最後に全員で懐か

しの名曲を歌って、あっという間に

終わりを迎えました。　　　　　                                      

1 .「楽しみつつ、マナーは守ろう」
ごみ箱を背負って会場を歩き回
る役員。子どもたちは遊び感覚で
ごみを入れます 2 .子どもも大人
も一緒に楽しく踊りました 3 . 3
年前から団地内の保育園の園児
が参加するようになりました

1 .お父さんと一緒に楽しく飾り
付け♪ 2 .お菓子の景品目指して
ホールインワン！ 3 .素朴な竹が
華やかに大変身

1 .動 物 や 剣 な ど、さ ま ざ ま な バ
ルーンが5分ほどで完成。パフォー
マーの鮮やかな手さばきに子ども
たちも興味津々 2 .順番を待つ長
蛇の列もできました 3 .踊り子さ
んと多くの地域住民が参加し、盛
り上がった盆踊り

1 .完成後はお互いの作品の品評会。「お隣の家
の子どもにプレゼントします！」 2 .額縁に使わ
れたサワグルミの伐採木。教室を企画したURコ
ミュニティのスタッフは「居住者様に団地内の
植栽に親しんでもらえるきっかけとなれば」と
話します 3 .教室終了後は西宮市高齢者あんし
ん窓口のスタッフから相談窓口の概要や、熱中
症への対策も紹介されました

1 .細やかなニーズに対応した洗濯乾燥機がずらり 
2 .見学にやってきたお客さんも興味津々 3 . 15分間
で10種類のメニューをこなすサーキットトレーニン
グで、心も体もリフレッシュ！

1 .輪になって次々にお手玉を受け渡していく参加
者の皆さん 2 .手を使った運動は難易度が高く、「上
手だね」「私これ苦手かも」と励まし合いながら楽し
んでいました 3 .前半に口周りを活性化したことも
あり、参加者全員が大きな声で歌っていました

1 .プログラムの締めは今年の目玉「みんなで盆踊
り」 2 .「毎年ここで集まるのが楽しみ！」うどん店を
切り盛りする「チーム トミキタ」は高校時代からの
仲良しメンバー 3 .近隣の保育園児の絵が描かれた
ちょうちんは眺めているだけで笑顔に

森之宮第2（大阪市城東区）

盆踊り大会に大阪住まいセンターが初出店 バルーンアートでURをPR

西宮マリナパークシティ丘のある街（兵庫県西宮市）

住居内のちょっとしたアクセントに 壁掛けアート教室を開催
千島（大阪市大正区）

便利で快適な住環境に貢献 フィットネス＆コインランドリー施設が開店

　7月2日から7日までの6日間、
15号棟エントランスに3本の七
夕飾りが設置されました。「将来
は医者になりたい」「安全で暮ら
せるように」といった住民の願い
事から、「こんな葉書は詐欺！」と
いった警察署の啓発短冊まで、バ
ラエティー豊かな短冊がなびきます。主催する「公団サロン」の代表
者、中川義弘さんは「今年で3回目ですが、高齢者が多くなった団地
で交流のいいきっかけにもなっています」と話します。七夕終了後、
短冊は近隣の神社で焚き上げられ、願い事の成就を祈願しました。

団地スケッチ

1 .公団サロンの
み な さ ん 2 .「 金
魚のまち」らしい
飾り付けも

郡山駅前
（奈良県大和郡山市）

エントランスを彩る七夕飾り

中登美第3（奈良市）

中登美アンバサダーが手がける、夏の風物詩 今年も開催！待ちに待った「夏祭り」

　中登美第3団地をこよなく愛する

「中登美アンバサダー」が昨年復活さ

せた夏祭りが今年も8月25日に開催

されました。　　　　　　　　　　       

　大きな鉄鍋で作る本格トマトパス

タやお豆腐屋さんの豆乳ドーナツ、新

鮮な果物からアロマのワークショッ

プまで、アンバサダーの声かけによっ

て集まった出店は実にバラエティー

豊か。ビール片手に食べ歩きを楽しむ

人、バンド演奏や弾き語りに耳を傾け

る人、昨年も大好評だった「よさこい

踊り」に参加する人。昨年以上の人出

でにぎわう集会所前広場では、団地

や近隣住民の皆さんが思い思いの夏

祭りを満喫しました。　　　　　　       

　心地良い夜風が吹き始めた20時。

今年から復活した盆踊りが盛大に始

まりました。「月が出た出た」と定番の

フレーズが流れると、夜空にはまんま

るの満月が。終盤は「ダンシングヒー

ロー」に合わせて軽快なステップを踏

みながら、月明かりのもと、参加者全員

で一体感を味わいました。「来年も再来

年も、思いをひとつに夏祭りを続けて

いきたいですね」と、アンバサダーの加

来慎太郎さんもにっこり。中登美アン

バサダーの今後の活躍も楽しみです。    

　7月27日、新豊里団地で第43回

豊里夏祭りが開催され、団地内外合

わせて約1000人が参加しました。

会場中央広場の屋台エリアには、た

こ焼きやかき氷などの食べ物と金

魚すくいなどのゲームの出店が10

軒以上並びました。　　　　    　                        

　日も暮れかけた19時からはやぐ

らを中心に盆踊りがスタート。団地

の敷地内にある保育園の園児たち

が登場し、この日のために一生懸命

練習した振り付けで元気いっぱい

踊り始めると他の子どもたちも集

まってきてやぐらの周りには大き

な円ができました。20時か

らはやぐらの上に浮音家会

一行が登場し、江州音頭や河

内音頭などを生演奏と生歌

で披露。軽快な音楽とキレの

良い踊りで夜が更けていき

ました。　　　　　　　　　    

　夏祭りを主催する自治会

長の久田能久さんは「夏祭り

を通して、団地周辺の住民や普段は離れて暮ら

す家族と交流ができます。団地の皆さんに喜ん

でいただける限りはこれからも続けていきた

いです」と語っていました。　　　　　　　                                

　8月4日、森之宮第2団地広場で森

之宮地域活動協議会主催の第48回

納涼盆踊り大会が開催されました。

地域で長年にわたって親しまれて

きたこの盆踊り大会に、今年は初め

てURコミュニティ大阪住まいセン

ターがブースを出店。パフォーマー

によるバルーンアートのプレゼント

に、訪れた子どもたちや親子連れは

大喜びでした。　　　　　　　　　                                             

　高齢になっても安心して快適に住

み続けられるまちを目指し、城東区

や森之宮病院、URが、関係機関・地

域活動協議会と共にスマートエイジ

ングの取り組みを行ってい

る森之宮地域。URも地域医

療福祉拠点化の取り組みを

進めており、これらの取り組

みを地域の方々にPRすると

ともに地域活性化のお手伝

いも兼ね、今回のブース出店

となりました。    　　　　                    

　ウェルフェア業務課の中

居一洋課長は「高齢者に限らず、多様な世代が生

き生きと暮らし続けられる『ミクストコミュニ

ティ』の形成も目的の一つ。若い世代にも『団地』

に興味を持ってもらえるような活動を進めてい

きたい」と意気込んでいます。　　　　　　　　                     

高見フローラルタウン（大阪市此花区）

歌と手遊びで楽しく健康づくり！ 音楽療法講座を開催
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